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に焦点を当てながら、調査 2と調査 3の結果を分析して明らかにしている。 






































り同年 10 月 15 日に設置された学位論文審査小委員会は、その後の書面等によるさまざま
な形式の予備的な審査の後、同年 11 月 23 日に第 1 回審査小委員会を開催し、総合的評価
と個別の論点等について意見交換を行い、その結果に応じて劉氏に公開審査に向けた部分
的な改善を指示したうえで、2020年 1月 29日に一般公開のもと全体でほぼ 2時間にわたっ
て劉氏より学位論文審査小委員会委員に対する口頭説明を受け、それを踏まえて試問を行
い、その後第 2回審査小委員会を開催した結果、審査小委員会の総意として劉氏に博士の学
位を授与することが適当であるとの結論に達した。 
 
1． 評価 
本論文の高く評価すべき点は以下の３点にまとめることができる。 
第一に、キャッチアップする国におけるイノベーションのあり方を提示したことにある。
イノベーション（新結合）の概念を提示したシュンペーターは経済発展の源泉を企業家によ
る新結合とそれを補佐する銀行家の活躍に求めたが、ヨーロッパの国々が研究の対象であ
り、新興国における経済発展の源泉としての新結合のあり方については対象としていなか
った。本論文では、新興国から先進国へと発展した国であり、資本主義国ではない中国にお
ける、労働集約的な電動自転車産業におけるイノベーションのあり方を丹念に描き出し、そ
こから政策の実施過程と問題点を析出しようとした実証研究の成果として、その稀少性と
独創性は高く評価することができる。 
第二に、詳細な事例研究から得られた資料的価値の高さである。公開データをほとんど収
拾することの出来ない中国の電動自転車産業において、産業を牽引するトップ企業の 1 つ
である緑源グループの会長から研究開発と製品開発に関わる現場のエンジニアなど延べ
100人近くに、エンジニアやサプライヤーの育成過程などについて頻繁に数時間に及ぶイン
タビュー調査を実施して得られた質的データは事例研究の成果として高く評価されてよい。
また、そのような事例研究によって中国における労働集約的な電動自転車産業の現状を解
明しようとした本論文は、現代中国の産業研究の裾野をこれまで以上に広げるとともに深
めるうえで貴重な学術的貢献を果たし得るものと評価できる。 
第三に、技術統合に関する理論的貢献が挙げられる。緑源グループの R&Dの内的統合は、
研究開発センターと製品開発部門によって実現している一方、外的統合については研究開
発センターの役割が大きく、研究開発センターによって技術統合が実現していることを明
らかにしている。従来の技術統合に関する先行研究では、資本集約的なコンピュータ産業に
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おける研究開発を対象とする研究がほとんどであり、労働集約的な製造業における技術統
合の実態について詳細に明らかにした本論文は、理論的にも実証的な資料としても高い価
値を認めることが出来る。 
とはいえ、あらゆる優れた研究成果がそうであるように、本論文にも、十分に考察が深め
られていない論点は数多く残されている。 
特に、本論文が先行研究群の中に問題を見いだして、その点を出発点にリサーチクエスチ
ョンを掘り下げて研究を推進していくという通常のアプローチとは異なる仕方で進められ
てきたという問題が挙げられる。劉氏は緑源の会長との強い接点をたまたま有していたが
故に分厚い事例研究を実施することができたが、事例研究が先行するあまり、研究の理論枠
組みの構築や事例研究から得られた知見の理論的考察という面では多くの課題が残されて
いることは否定できない。 
このように本論文には残された課題も少なくない。しかし、それらはいずれも本論文の優
れた成果によって導き出されたものであって、本論文自体の瑕疵ではない。さらに言えば、
本論文の基礎資料となったインタビュー調査の結果からは、今後も汲み尽くせないほどの
多くの新たな知見や問題意識を見出すことができると思われる。本論文の成果を踏まえて、
さらなる研究の深化を期待する。 
 
3．結論 
以上述べたように、劉氏の学位請求論文は、厚みのある実証的な事例研究に裏打ちされた
詳細な分析、研究成果からの政策的示唆の提示など、いずれの点から見ても先行研究に類例
のない独創性と学術的な貢献が認められるものであり、博士号の授与に十分に値するもの
と考えられる。 
 したがって、本論文審査小委員会は、委員全員の一致した意見として、劉嫻氏に博士（公
共政策学）の学位が授与されるべきであるとの結論に達した。  
 
 
 
 
 
 
 
